
 
 

 

◇石 川 県 民 ス ポ ー ツ 大 会 
 

１．期  日  令和８年６月13日（土） 午前９時 （壮年の部） 

令和８年６月14日（日） 午前９時 （一般の部） 

２．会  場   金沢市城北市民テニスコート 

（〒920-0011金沢市松寺町酉90番地１ TEL076-237-6028） 

３．種別参加人員 

４．ル ー ル ソフトテニスルールブック(2026.4.1発行版)による（７ゲーム） 

５．大会使用球 アカエム（壮年）ケンコーボール（一般） 

６．試合方法 

(1) 各種別とも点取り法による３ペアの対抗戦とする。 

(2) 壮年種別の対戦順は①35歳以上②45歳以上③35歳以上の順とする。  

(3) 各種別ともトーナメント戦とし、３位決定戦はおこなわない。 

(4) 対戦するチームが初回戦の場合は３ペア全ての試合を行うが、それ以降は２点先取 と

する。 

(5) 対戦の都度オーダーを変えてもよいが１対戦中選手は重複して出場できない。 

(6) ２ペアでチームを編成し出場する場合 

a.オーダーは１番から順次出場し、欠員が生じた対戦は棄権とする。 

b.マッチを行うことができなかった対戦は零敗したものとする。 

c.双方が２ペアで対戦し勝敗が同数となった場合は、合計得ゲーム数と合計失ゲーム数 

の差の大きいチームを勝者とし、ゲーム差が同じ時は合計得ポイント数と合計失ポイ 

ント数の差の大きいチームを勝者とする。ポイント差も同じ場合は抽選とする。 

(7) 組合せ作成にあたっては、前回大会のベスト４をシードし、その他は抽選で決定する。 

７．チーム編成 

(1)  一般男子・一般女子 

a.男子、女子ともに選手の年齢制限はしない。 

b.監督１名、選手８名(４ペア)以内でチームを編成することとする。ただし、選手４名

（２ペア）以上でのチーム編成を認める。 

c.監督は選手登録をすれば選手を兼ねることができる。 

(2) 壮年男子・壮年女子 

a.監督１名、選手成年(35歳以上)６名(３ペア)以内、シニア(45歳以上)４名(２ペア)以

内の計５ペア以内でチームを編成することとする。ただし、選手４名（２ペア）以 

上でのチーム編成を認める。 

b.監督は選手登録をすれば選手を兼ねることができる。 

(3) 監督の複数種別の兼任 

同じ日に開催される種別の兼任はできない。 

８．参加資格、選手の年齢基準  

種 別 監督 
選  手 

合計 備 考 
年齢制限なし 35歳以上 45歳以上 

一般男子 １ ８ － － ９ 補欠２名含む 

一般女子 １ ８ － － ９ 補欠２名含む 

壮年男子 １ － ６ ４ １１ 年齢区分毎に補欠２名含む 

壮年女子 １ － ６ ４ １１ 年齢区分毎に補欠２名含む 



 
 

参加する選手及び監督は、当該市町体育協会長が認めた者で、次の条件を満たしている 

ものとする。 

(1) 石川県内に在住する石川県民であること。ただし、石川県内の小学校もしくは中学 

校を卒業し、県外の大学又は専門学校に在籍している者はこの限りでない。 

(2) 実施競技団体が認めるアマチュア競技者であること。 

(3) 高校生（高専１～３年）以下の児童生徒は参加できない。ただし、定時制、通信制 

 生徒はこの限りでない。 

(4) 各種別に１人１競技とし、一般の部と壮年の部にまたがって参加することはできない。

(5) 健康診断を受け健康であることが証明されていること。 

９．所属市町 

  所属市町は、次のいずれかが属する市町から選択することができる。 

 (1) 居住地（大会期日から３か月以前から引き続き市町に在住） 

 (2) 卒業小学校もしくは中学校所在地（ふるさと選手） 

※県外に居住する大学生、専門学校生にあっては、県内在住家族の居住地又はふるさ 

と選手から選択することができる。 

10．年齢基準  選手の年齢の起算は、令和８年４月１日とする。  

11．成績採点方法および表彰 

総則１０及び１１に定めるところによる。 

12．参加申込方法  

総則１２に定めるところによるほか、監督選手の変更受付については、止むを得ない 

事情があるときは大会当日に所定の様式で受付終了時までに届け出ること。 

※変更の際は、最初に申込みのあった選手を別の種目、部門等に変更することは認め 

られない。また、変更によって人数を増やすことは認められない。 

（注）その他詳細については別途石川県スポーツ協会より各市町体育協会へ通知する。 

13. その他 

 (1) 所定時刻までに受付を完了し、開会式にはユニフォームを着用のうえ必ず参加する 

こと。 

 (2) 前回大会優勝チームは優勝杯を整備し、開会式で必ず返還すること。 

 (3) 入賞チームはユニフォームを着用のうえ必ず表彰式に参加すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


